
No. 132

17 -1st- 18
18 -2nd- 12
21 -3rd- 17
14 -4th- 9

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 17 0 8 1 1 4 * 6 1 1 1
* 17 0 6 5 2 5 * 12 2 3 0
* 7 0 3 1 3 6 * 26 4 6 2

- - - - - 7 * 4 0 2 0
* 8 2 1 0 4 8 * 8 0 4 0

- - - - - 9 - - - -
- - - - - 10 - - - -
- - - - - 11 - - - -

* 21 0 10 1 2 12 - - - -
- - - - - 13 - - - -
- - - - - 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
- - - - - 16 - - - -
- - - - - 17 - - - -
- - - - - 18 - - - -
          
          
          
          
          

0
70 2 28 8 12 56 7 16 3

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

関東中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート

14

　全国大会への切符をかけた、埼玉県代表大相模と東京都代表東海菅生の戦い。
　第１Ｐ、大相模はドライブやミドルからシュートを狙う。対して、東海菅生は＃１２を軸に、ローポス
トからの得点を狙う。第１Ｐ終盤、大相模＃５、＃６の３Ｐが立て続けに決まる。一方、東海菅生は
Defリバウンドから＃４の速いボール運びから得点を重ねる。お互い簡単に主導権を譲らない一進
一退の攻防が続き、１８－１７の１点差で大相模がリードし第１P終了。
　第２Ｐ、大相模は＃４の速攻やパスラン、＃５の飛び込みで相手のファウルを誘う。一方、東海菅
生は＃８や＃５のミドル、速攻で得点する。リバウンドとフリースローの数に差が表れ、３０－３５、
東海菅生のリードで前半を終了。
　第３Ｐ、大相模はボールマンにプレッシャーをかけ、ボールを奪い＃４、＃６の３Ｐで同点に追い
つく。対する東海菅生も＃１２のロールターンからゴール下で取り返す。お互いDefリバウンドから
速攻を繰り出し相手ゴールを狙う展開が続く。第３Ｐ終盤、東海菅生の速攻から連続して得点が決
まり、４７－５６で東海菅生が差を広げて終了。
　第４Ｐ、大相模は＃６を、東海菅生は＃１２を中心にOffを組み立てる。また、大相模は速攻から
合わせで、東海菅生は速攻からのドライブを中心に得点を狙う。大相模は相手＃１２のディフェン
スに苦慮しタイムアウト。しかし、東海菅生の勢いは止まらず徐々に点差が広がっていく。そのま
ま試合が終了し、７０－５６で東海菅生が全国大会の切符を手にした。両チーム、応援も一体と
なった気迫あるゲームだった。両校の健闘を称えたい。
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第４８回関東中学校バスケットボール大会

ALSOKぐんまアリーナ　Dコート
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 宮川 大志 

選手名
 水品 拓也 
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 大柳 亮太 
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期　　　日： 2018(H30)年8月8日 (水)
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